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今
定
例
会
で
は
、
二
十
件
の
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
　
町
の
区
域
を
新
た
に
画
す
る

　
こ
と
（
産
業
団
地
整
備
）

　
埼
玉
県
企
業
局
と
の
共
同
事
業

に
よ
る
川
越
第
二
産
業
団
地
整
備

事
業
に
よ
り
公
共
施
設
の
整
備
が

完
了
し
、
新
し
く
産
業
団
地
と
し

て
整
備
さ
れ
た
区
域
を
新
た
に

「
芳
野
台
三
丁
目
」
と
す
る
も
の

で
す
。 市

長
提
出
議
案

町
の
区
域

指
定
管
理
者

補
正
予
算

請
負
契
約

提
　
　
訴

人
　
　
事

請
 
願

条
　
例

②
個
人
市
民
税
の
住
宅
借
入
金
等

　
特
別
税
額
控
除
に
つ
い
て
、
一

　
定
の
場
合
に
、
所
得
税
か
ら
控

　
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
を
個
人

　
市
民
税
か
ら
控
除
。

③
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進

　
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
認

　
定
長
期
優
良
住
宅
に
係
る
固
定

　
資
産
税
の
減
額
措
置
に
つ
い
て
、

　
そ
の
申
告
手
続
に
関
し
規
定
。

④
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

　
う
規
定
の
整
理
。

▽
　
川
越
市
保
育
所
整
備
基
金
条

　
例

　
財
政
的
な
援
助
を
行
う
こ
と
に

よ
り
保
育
所
の
新
設
等
を
促
し
、

入
所
定
員
の
増
加
を
図
る
こ
と
で

保
育
所
の
入
所
を
待
機
し
て
い
る

児
童
の
解
消
を
図
る
た
め
、
当
条

例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

〈
制
定
内
容
〉

①
積
立
て
の
額

②
運
用
益
金
の
処
理

③
基
金
の
処
分

④
条
例
の
有
効
期
限

▽
　
川
越
市
長
寿
祝
い
金
支
給
条

　
例

　
川
越
市
健
康
長
寿
奨
励
金
支
給

条
例
を
廃
止
し
、
高
齢
者
に
対
し

て
長
寿
祝
い
金
を
支
給
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
長
寿
を
祝
福
す
る

た
め
、
当
条
例
を
制
定
し
た
も
の

で
す
。

〈
祝
い
金
の
額
〉

　
　
　
　
　
七
十
七
歳
　
一
万
円

　
　
　
　
　
八
十
八
歳
　
二
万
円

　
　
　
　
　
九
十
九
歳
　
三
万
円

　
　
　
　
　
百
歳
以
上
　
五
万
円

▽
　
川
越
市
産
業
観
光
館
条
例

　
市
民
の
地
域
産
業
に
関
す
る
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
市
民
と

観
光
旅
行
者
の
交
流
を
促
進
す
る

こ
と
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
図

る
施
設
を
設
置
す
る
た
め
、
当
条

例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

▽
　
川
越
市
下
水
道
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

　
使
用
料
を
改
定
す
る
た
め
、
当

条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で

す
。
内
容
は
、
家
事
用
そ
の
他
の

使
用
料
を
激
変
緩
和
措
置
と
し
て

段
階
的
に
引
き
上
げ
ま
す
。
（
平

成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
施
行
）

▽
　
訴
え
の
提
起

　
仙
波
町
四
丁
目
市
営
住
宅
の
明

渡
し
等
を
求
め
、
訴
え
を
提
起
す

る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た

も
の
で
す
。

　
五
件
の
人
事
案
件
が
追
加
提
出

さ
れ
、
左
の
と
お
り
各
人
を
委
員

に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
し
ま
し
た
。

監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
良
三
郎

　
　
　
　
　
　
清
　
水
　
京
　
子

固
定
資
産
評
価
員

　
　
　
　
　
　
牛
　
窪
　
佐
千
夫

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
　
　
　
　
　
天
　
野
　
利
　

　
　
　
　
　
　
宮
　
崎
　
節
　
子

▽
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中

　
止
、
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の

　
提
出
を
求
め
る
請
願
書

　
　
　
　
　
　
　
　
―
不
採
択
―

　
平
成
二
十
年
第
五
回
定
例
会
に

提
出
さ
れ
た
請
願
で
す
。

▽
　
川
越
市
長
の
在
任
の
期
数
に

　
関
す
る
条
例

　
清
新
で
活
力
あ
る
市
政
の
運
営

を
確
保
す
る
た
め
、
当
条
例
を
制

定
し
た
も
の
で
す
。
内
容
は
市
長

の
在
任
の
期
数
に
つ
い
て
、
三
期

を
超
え
て
在
任
し
な
い
よ
う
努
め

る
も
の
で
す
。

▽
　
川
越
市
市
長
及
び
副
市
長
の

　
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例

　
市
長
及
び
副
市
長
の
給
料
の
月

額
を
減
額
す
る
た
め
、
当
条
例
を

制
定
し
た
も
の
で
す
。

▽
　
川
越
市
税
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
川
越
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
し
た
も
の
で
す
。

〈
改
正
の
主
な
内
容
〉

①
個
人
市
民
税
の
寄
附
金
税
額
控

　
除
の
対
象
を
拡
大
。

▽
　
市
道
２
５
０
６
号
線
道
路
改

　
築
工
事
（
上
部
工
）
請
負
契
約

　
本
工
事
に
よ
り
市
道
２
５
０
６

号
線
高
架
部
が
完
成
し
、
広
域
幹

線
道
路
網
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

▽
　
川
越
市
再
開
発
住
宅
店
舗
の

　
指
定
管
理
者
の
指
定

　
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
こ
と

で
、
施
設
設
置
の
目
的
を
効
果
的

に
達
成
で
き
る
こ
と
か
ら
、
議
会

の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

▽
　
平
成
二
十
一
年
度
川
越
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

区域略図
N

「芳野台三丁目」を画する区域 対象区域

大字鴨田の一部

面積（m2）

190,317.03

筆数（筆）

33

産業観光館（旧鏡山酒造跡地）

〈制定内容〉

市長の給料を2割減額
〈減額後〉月額 858,400円

（減額前 月額 1,073,000円）

副市長の給料を1割減額
〈減額後〉月額 806,400円

（減額前 月額 896,000円）

＜平成２１年　６月定例会の議案＞

◆町の区域を新たに画すること（産業団地整備）　原案可決

◆川越市長の在任の期数に関する条例　　　　　　原案可決

◆川越市市長及び副市長の給料の特例に関する

　条例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
原案可決

◆川越市税条例の一部を改正する条例　　　　　　原案可決

◆川越市役所出張所設置条例及び川越市農業委

　員会の選挙による委員の選挙区及び各選挙区

　の定数条例の一部を改正する条例　　　　　　　

原案可決

◆川越市長寿祝い金支給条例　　　　　　　　　　原案可決

◆川越市保育所整備基金条例　　　　　　　　　　原案可決

◆川越市国民健康保険税条例の一部を改正する

　条例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
原案可決

◆川越市産業観光館条例　　　　　　　　　　　　原案可決

◆川越市長期優良住宅の普及の促進に関する法

　律関係手数料条例　　　　　　　　　　　　　　
原案可決

◆川越市下水道条例の一部を改正する条例　　　　原案可決

◆川越市再開発住宅店舗の指定管理者の指定　　　原案可決

◆市道２５０６号線道路改築工事（上部工）請

　負契約　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
原案可決

◆訴えの提起　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

◆平成２１年度川越市一般会計補正予算

　（第１号）　　　　　　　　　　　　　　　　　
原案可決

（追加提出議案）

◆監査委員の選任　２件　　　　　　　　　　　　同　　意

◆固定資産評価員の選任　　　　　　　　　　　　同　　意

◆人権擁護委員候補者の推薦　２件　　　　　　　同　　意

〈内容〉
公の施設名称

川越市再開発住宅店舗

指定管理者

埼玉県住宅供給公社

指定期間

平成21年10月1日から
平成26年3月31日まで

〈工事概要〉

補正後一般会計予算総額

一般会計歳入歳出補正総額

105,234,239

2,914,239
市債：1,305,800

土木費：2,806,483

繰入金：
879,717

国庫支出金：
　539,239

県支出金：
186,773

使用料及び手数料：1,270

分担金及び負担金：1,440

民生費：

教育費：

労働費：

衛生費：

総務費：

商工費：

-140,917

61,345

4,620

13,402

111,830

57,476

（単位：千円）

歳 入

歳 出

N

工 事 場 所
大字寺山地内

平塚橋より撮影

北環状線より撮影

工事内容
工事延長　　　95.0m
幅員　　　12.0m

契約方法
一般競争入札

契約金額
202,240,500円

契約相手方
㈱富士ピー・エス関東支店
工期

本契約締結の日から
平成22年3月12日まで

芳野台3丁目地内

市長提出議案 議決結果一覧
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域
幹

線
道
路
網
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

▽
　
川
越
市
再
開
発
住
宅
店
舗
の

　
指
定
管
理
者
の
指
定

　
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
こ
と

で
、
施
設
設
置
の
目
的
を
効
果
的

に
達
成
で
き
る
こ
と
か
ら
、
議
会

の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

▽
　
平
成
二
十
一
年
度
川
越
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

区域略図
N

「芳野台三丁目」を画する区域 対象区域

大字鴨田の一部

面積（m2）

190,317.03

筆数（筆）

33

産業観光館（旧鏡山酒造跡地）

〈制定内容〉

市長の給料を2割減額
〈減額後〉月額 858,400円

（減額前 月額 1,073,000円）

副市長の給料を1割減額
〈減額後〉月額 806,400円

（減額前 月額 896,000円）

＜平成２１年　６月定例会の議案＞

◆町の区域を新たに画すること（産業団地整備）　原案可決

◆川越市長の在任の期数に関する条例　　　　　　原案可決

◆川越市市長及び副市長の給料の特例に関する

　条例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
原案可決

◆川越市税条例の一部を改正する条例　　　　　　原案可決

◆川越市役所出張所設置条例及び川越市農業委

　員会の選挙による委員の選挙区及び各選挙区

　の定数条例の一部を改正する条例　　　　　　　

原案可決

◆川越市長寿祝い金支給条例　　　　　　　　　　原案可決

◆川越市保育所整備基金条例　　　　　　　　　　原案可決

◆川越市国民健康保険税条例の一部を改正する

　条例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
原案可決

◆川越市産業観光館条例　　　　　　　　　　　　原案可決

◆川越市長期優良住宅の普及の促進に関する法

　律関係手数料条例　　　　　　　　　　　　　　
原案可決

◆川越市下水道条例の一部を改正する条例　　　　原案可決

◆川越市再開発住宅店舗の指定管理者の指定　　　原案可決

◆市道２５０６号線道路改築工事（上部工）請

　負契約　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
原案可決

◆訴えの提起　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

◆平成２１年度川越市一般会計補正予算

　（第１号）　　　　　　　　　　　　　　　　　
原案可決

（追加提出議案）

◆監査委員の選任　２件　　　　　　　　　　　　同　　意

◆固定資産評価員の選任　　　　　　　　　　　　同　　意

◆人権擁護委員候補者の推薦　２件　　　　　　　同　　意

〈内容〉
公の施設名称

川越市再開発住宅店舗

指定管理者

埼玉県住宅供給公社

指定期間

平成21年10月1日から
平成26年3月31日まで

〈工事概要〉

補正後一般会計予算総額

一般会計歳入歳出補正総額

105,234,239

2,914,239
市債：1,305,800

土木費：2,806,483

繰入金：
879,717

国庫支出金：
　539,239

県支出金：
186,773

使用料及び手数料：1,270

分担金及び負担金：1,440

民生費：

教育費：

労働費：

衛生費：

総務費：

商工費：

-140,917

61,345

4,620

13,402

111,830

57,476

（単位：千円）

歳 入

歳 出

N

工 事 場 所
大字寺山地内

平塚橋より撮影

北環状線より撮影

工事内容
工事延長　　　95.0m
幅員　　　12.0m

契約方法
一般競争入札

契約金額
202,240,500円

契約相手方
㈱富士ピー・エス関東支店
工期

本契約締結の日から
平成22年3月12日まで

芳野台3丁目地内

市長提出議案 議決結果一覧


